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総数203、前週の109.1％と増加です。
首位は、感染性胃腸炎、前週比109％、定点当たり23.5とさらに増加です。
2位は、溶連菌感染症、前週比100％、定点当たり3.2と、これも、高水準を維持です。
3位は、RSウイルス感染症、前週比100％、定点当たり2.5と、これも流行中です。
4位は、ぐっと減少して、流行性耳下腺炎、前週比50％、定点当たり1.3です。
5位は、咽頭結膜熱、前週比600％、定点当たり1と、増加しました。
以下は、定点当たり1未満ですが、水痘5名、伝染性紅斑4名、手足口病1名、報告です。
そして、マイコ、百日咳が1名づつ、今週もインフルエンザ1名報告です。
内科も含むインフルエンザ、内科は0で、小児1定点のみから報告、6歳1名です。
12/23小児科休日当番は、来院者80名、胃腸炎26名、溶連菌7名、水痘2名、
流行性耳下腺炎1名とご報告いただいています。
12/27小児科休日当番は、来院者92名、胃腸炎17名、溶連菌4名、RS4名、
水痘、流行性耳下腺炎、アデノ、そしてB型インフルエンザ各1名という結果でした。
胃腸炎は、やや下火、溶連菌とRSが目立ち、この時期としては、落ち着いていました。
落ち着いた年越しが迎えられそうです。次週は53週、1/4から、第1週になります。
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小児科定点総数 増減 前週比 定点当たり

増減病院:開業医

.1インフルエンザ総数 増減 前週比 定点当たり
小児科:内科 増減
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